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• 左：ベトナムで逮捕された環境活動家

• 右上：カナダでパイプライン建設に反対し、弾圧をうける先住民族

• 右下：不当逮捕され続けているエジプトの活動家Alaaの解放を求めるキャンペーン画像

参考：https://www.ohchr.org/en/press-releases/2022/10/egypt-un-experts-alarmed-restrictions-civil-society-ahead-climate-summit

市民社会に対する制約/スペースの縮小



• We emphasize that effective 
climate action is not possible 
without open civic space. As 
host of COP27, Egypt risks 
compromising the success of 
the summit if it does not 
urgently address 
ongoing arbitrary restrictions 
on civil society. 

– COP CIVIC SPACE



üDecolonise the economy 
and development

üRepay climate debt and 
deliver the money

üNo false solutions
üBuild global solidarity, 
peace and justice



化石燃料事業への支援
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•東アフリカ原油パイプライン（英
語：EACOP）
•ウガンダとタンザニアを繋ぐ全長
1,443kmの原油パイプライン計
画。
• 2023年着工を予定
•大規模立ち退きや生物多様性への
影響、気候変動影響
• SMBCがフィナンシャルアドバイ
ザーとして参画

Image: 350.org Japan
Source: https://350jp.org/campaign-stop-eacop/









日本の気候・エネルギー政策

• G7として2035年までに電力部門の全ても
しくは太宗を脱炭素化することにコミット
• CCSや水素・アンモニアの推進
• 削減効果やコストの面から疑問

•石炭火力の廃止計画なし
•化石燃料事業に対する国際公的支援1位
•水素・アンモニア・CCSなどの国際展開

図：朝日新聞



水素・アンモニア・CCSに対する懸念
• 製造方法を問わず水素やアンモ
ニアを支援・推進。
• CCSに対する過度の期待

• コストや貯留ポテンシャルからも
有効な気候変動対策にはならない

• 実装が実現したとしても2030
年以降。
• 最も重要な2030年までの時間に
投資すべきことは何か問われてい
る

• 化石燃料フェーズアウトを大前
提に



G7・COP28に向けて
•全てのセクターでの脱炭素化の取り組み加速
•水素・アンモニア・CCS等による化石燃料インフラの延命では
なく、化石燃料フェーズアウトに向けての道筋
•化石燃料の拡大ではなく、途上国のジャスト・トランジション
支援
• 1.5℃と整合する「ネットゼロ」
• UNSG専門家グループ：What the EG offers is a roadmap to prevent net 
zero from being undermined by false claims, ambiguity and “greenwash” / 
Net zero plan must not support new supply of fossil fuels / Regulatation is 
needed

•市民社会の参画の確保


